
守
山
警
察
署
管
内
で
は
こ

と
し
、
自
転
車
の
盗
難
が
百

五
十
四
件
（
八
月
末
現
在
暫

定
値
）
発
生
し
て
お
り
、
昨

年
の
同
じ
時
期
に
比
べ
二
十

件
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
百
五
十
四
件
の
う

ち
約
七
割
は
〝
無
施
錠
〞
で

被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
大
切
な
自
転
車
を
守

る
た
め
、
盗
難
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

【
盗
難
防
止
対
策
】

▽
確
実
に
施
錠
＝
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
短
時
間
で

も
確
実
に
施
錠

▽
ツ
ー
ロ
ッ
ク
が
効
果
的

＝
ワ
イ
ヤ
ー
錠
な
ど
鍵
を
二

つ
掛
け
て
防
犯
力
ア
ッ
プ

▽
盗
ま
れ
づ
ら
い
駐
輪
場

に
止
め
る
＝
防
犯
カ
メ
ラ
が

設
置
さ
れ
た
、
見
通
し
の
良

い
駐
輪
場
に
止
め
ま
し
ょ
う

▽
柱
や
柵
に
固
定
し
て
施

錠
＝
柱
や
柵
の
支
柱
に
ワ
イ

ヤ
ー
ロ
ッ
ク
で
固
定
す
る
方

法
が
効
果
的
で
す

　
　
　

◇　
　
　

◇

自
転
車
の
「
防
犯
登
録
」

は
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

万
が
一
、
盗
難
被
害
に
遭
っ

た
場
合
は
防
犯
登
録
番
号
な

ど
に
よ
っ
て
盗
難
手
配
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

防
犯
登
録
に
つ
い
て
の
Ｑ

＆
Ａ
は
県

警
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て

い
ま
す
。

自
転
車
の
盗
難
被
害
が
多
発
中
！

応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個
人

情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲
載
と

プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目
的
以
外

に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
中
日
新
聞

販
売
店
が
お
届
け
し
ま
す
。

「
催
し
ガ
イ
ド
」
コ
ー
ナ
ー

ほ
か
で
紹
介
し
て
い
る
催
し
物

の
中
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
急
き
ょ
中
止
・

変
更
と
な
っ
た
も
の
が
含
ま
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

お
出
か
け
の
際
は
、
主
催
者

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
合
わ
せ

先
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

自
然
観
察
会
「
ト
ン
ボ
と
遊

ぼ
う

ｉ
ｎ

小
幡
緑
地
」

が
、
十
月
九
日
（
日
）
午
前
十

時
―
正
午
に
開
か
れ
る
。
小
学

生
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
対
象
、
参
加
無
料
。

市
内
河
川
や
た
め
池
の
動
植

物
保
護
活
動
な
ど
を
続
け
て
い

る
「
名
古
屋
市
水
辺
研
究
会
」

（
國
村
恵
子
代
表
）
が
主
催
。

小
幡
緑
地
本
園
ほ
か
で
、
ギ
ン

ヤ
ン
マ
や
オ
ニ
ヤ
ン
マ
と
い
っ

た
ト
ン
ボ
の
仲
間
を
は
じ
め
、

セ
ミ
や
バ
ッ
タ
、
水
辺
の
生
き

物
を
採
集
し
て
観
察
す
る
。

当
日
の
午
前
十
時
、
ゆ
と
り

ー
と
ラ
イ
ン
「
小
幡
緑
地
駅
」

＝
竜
泉
寺
二
＝
下
の
広
場
で
受

け
付
け
、
定
員
（
先
着
）
三
十

人
。
運
動
靴
ま
た
は
長
靴
、
マ

ス
ク
と
帽
子
、
長
袖
と
長
ズ
ボ

ン
の
服
装
を
着
用
し
、
虫
取
り

網
や
虫
か
ご
、
水
筒
、
手
指
の

消
毒
液
な
ど
を
持
参
。

「
身
近
な
自
然
に
触
れ
、
み

ず
み
ず
し
い
感
性
を
育
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
」
と
同
会
。
問
い
合

わ
せ
は
同
会
事
務
局
＝
☎
０
５

２
（
７
９
５
）
８
９
３
２
＝
へ
。

今
回
は
区
制
六
十
周
年
記
念

―
。
「
元
気
ま
つ
り
守
山
」

（
守
山
区
区
民
ま
つ
り
実
行
委

員
会
主
催
）
が
二
十
五
日
（
日
）

午
前
十
時
―
午
後
三
時
、
三
菱

電
機
守
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
＝
小
幡

中
二
＝
で
催
さ
れ
る
。

三
年
ぶ
り
の
開
催
で
、
恒
例

「
元
気
ス
テ
ー
ジ
」
に
は
吹
奏

楽
や
和
太
鼓
、
ダ
ン
ス
や
合
唱

な
ど
地
元
で
活
動
す
る
人
た
ち

八
組
が
出
演
。
ま
た
、
子
ど
も

に
大
人
気
の
フ
ワ
フ
ワ
遊
具
、

体
験
型
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー

も
広
い
会
場
に
登
場
す
る
。

値
打
ち
な
商
品
が
い
っ
ぱ
い

の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
一
般

公
募
に
よ
る
二
十
組
が
出
店
。

そ
の
ほ
か
、
焼
き
そ
ば
や
ラ
ー

メ
ン
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
い

っ
た
模
擬
店
、
さ
ま
ざ
ま
な
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
〝
は
た
ら
く

「
ま
め
な
し
の
実
の
観
察

会
」
が
十
月
二
十
八
日
（
金
）

午
前
十
時
―
正
午
、
檀
ノ
浦
公

園
＝
御
膳
洞
＝
を
集
合
場
所
に

し
て
開
か
れ
る
。
参
加
無
料
、

午
前
九
時
半
―
受
け
付
け
、
当

日
先
着
三
十
人
。

「
蛭
池
の
マ
メ
ナ
シ
を
守
る

会
」
会
員
ら
の
案
内
で
、
絶
滅

危
惧
種
・
マ
メ
ナ
シ
を
観
察
。

秋
の
風
景
と
と
も
に
、
食
用
ナ

シ
に
そ
っ
く
り
な
実
を
見
る
な

ど
を
楽
し
め
る
。
一
般
対
象
、

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

動
き
や
す
い
服
装
と
履
き
慣
れ

た
靴
、
マ
ス
ク
着
用
の
ほ
か
、

帽
子
や
水
筒
、
タ
オ
ル
な
ど
を

持
参
と
の
こ
と
。

同
観
察
会
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

タ
オ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る

「
守
山
自
然
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー

ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
の
対
象

く
る
ま
〞
と
記
念
撮
影
が
で
き

る
「
あ
ん
ま
ち
広
場
」
な
ど
、

内
容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。

小
雨
決
行
、
内
容
変
更
の
場

合
あ
り
。
開
催
有
無
の
確
認

は
、
当
日
午
前
八
時
以
降
に
「
名

古
屋
お
し
え
て
ダ
イ
ヤ
ル
」
＝

☎
０
５
２
（
９
５
３
）
７
５
８

４
＝
か
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
。

「
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
」
と
区
民

ま
つ
り
実
行
委
員
会
。
問
い
合

わ
せ
は
同
（
区
役
所
地
域
力
推

進
室
）
＝
☎
０
５
２
（
７
９

６
）
４
５
２
４
＝
へ
。

◇
秋
の
企
画
展
示
「
美
濃
最

大
の
前
方
後
円
墳

昼ひ
る

飯い

大
塚

古
墳
」

21
日
（
水
）
―
12
月
11
日
（
日
）

前
９
―
後
５
（
展
示
室
へ
の
最

終
入
場
は
後
４
・
30
）
、
体
感

！
し
だ
み
古
墳
群
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
☎
０
５
２
（
７
３
９
）
０
５

２
０
。
同
古
墳
か
ら
出
土
し
た

円
筒
埴は

に

輪わ

や
副
葬
品
の
鉄
製

品
、
食
物
形
土
製
品
な
ど
を
展

示
し
、
四
世
紀
末
に
築
か
れ
た

美
濃
の
大
首
長
墓
を
紹
介
。
月

曜
休
館
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平

六
十
歳
以
上
限
定
、
男
性
だ

け
の
合
唱
団
「
も
り
や
ま
メ
ン

ズ
コ
ー
ラ
ス
」
で
は
、
新
し
い

メ
ン
バ
ー
を
募
集
中
。
「
一
緒

に
歌
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

二
〇
一
八
年
の
発
足
か
ら
し

ば
ら
く
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
直

面
し
た
同
団
。
練
習
の
減
少
と

と
も
に
団
員
も
減
少
、
半
年
ほ

ど
の
活
動
停
止
状
態
も
経
験
し

た
。
「
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
募

り
、
再
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を

み
ん
な
で
こ
の
ほ
ど
決
め
ま
し

た
」
と
代
表
の
小
澤
進
さ
ん
。

メ
ン
バ
ー
は
現
在
、
六
十
―

八
十
代
の
八
人
。
声
楽
家
・
西

元
佑
さ
ん
（
バ
リ
ト
ン
）
と
奥

村
育
子
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
の

指
導
で
青
春
歌
謡
な
ど
を
楽
し

ん
で
お
り
、
来
年
五
月
「
も
り

や
ま
合
唱
フ
ェ
ス
タ
」
へ
の
参

日
）
。
無
料
（
た
だ
し
、
展
示

室
の
入
場
料
と
し
て
二
百
円

要
。
中
学
生
以
下
は
無
料
）

◇
第
59
回
守
山
区
民
美
術
展

30
日
（
金
）
前
９
―
後
８
、

10
月
１
日
（
土
）
・
２
日
（
日
）

前
10
―
後
４
、
守
山
区
役
所
講

堂
。
※
問
い
合
わ
せ
は
区
役
所

地
域
力
推
進
室
☎
０
５
２
（
７

９
６
）
４
５
２
７
へ
。
区
在
住

や
在
勤
の
人
ら
が
手
掛
け
た
日

本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・

書
道
・
写
真
の
作
品
約
百
点
を

展
示
。
一
般
対
象
。
無
料

◇
健
康
ま
つ
り

ｉ
ｎ

大

森
中
央
公
園

10
月
10
日
（
月
・
祝
）
前
10

―
正
午
ご
ろ
、
大
森
中
央
公
園

＝
元
郷
一
。
※
問
い
合
わ
せ
は

主
催
の
北
医
療
生
活
協
同
組
合

・
守
山
東
支
部
運
営
委
員
会
の

村
松
さ
ん
携
帯
０
９
０
―
８
６

７
７
―
３
７
２
４
へ
。
歩
幅
と

握
力
の
測
定
ほ
か
、
作
っ
て
遊

ぶ
「
た
こ
作
り
」
な
ど
も
。
雨

天
中
止
。
一
般
対
象
。
無
料

◇
守
山
鯱
城
会
「
第
20
回
趣

味
の
作
品
展
」

10
月
12
日
（
水
）
―
16
日

（
日
）
前
10
―
後
５
、
名
古
屋

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
矢
田
＝
東
区

大
幸
南
一
ノ
一
ノ
一
〇
。
※
問

い
合
わ
せ
は
同
展
実
行
委
員
長

の
加
藤
さ
ん
＝
携
帯
０
９
０
―

６
６
１
２
―
２
５
１
１
へ
。
名

古
屋
市
高
年
大
学
卒
業
・
区
内

在
住
者
で
つ
く
る
同
会
の
会
員

ら
に
よ
る
絵
画
・
写
真
・
手
芸

・
書
・
陶
芸
な
ど
約
五
十
点
を

展
示
。
一
般
対
象
。
無
料

◇
守
山
図
書
館
50
周
年
記
念

郷
土
史
講
座
「
ど
う
し
た
清

康
、
守
山
殿
の
11
人
」
〜
森
山

崩
れ
と
守
山
城
〜

10
月
15
日
（
土
）
前
９
・
45

―
正
午
、
守
山
図
書
館
☎
０
５

２
（
７
９
３
）
６
２
８
８
。
守

山
郷
土
史
研
究
会
の
楠
昌
明
さ

ん
が
講
師
を
務
め
、
守
山
城
跡

の
現
地
見
学
も
。
※
申
し
込
み

は
10
月
１
日
（
土
）
前
10
・
30

―
、
同
館
の
窓
口
ま
た
は
電
話

で
受
け
付
け
。
一
般
対
象
、
先

着
二
十
人
。
無
料

コ
ー
ス
は
、
す
い
ど
う
み
ち
緑

道
や
白
沢
渓
谷
、
小
幡
緑
地
本

園
な
ど
を
歩
く
約
六
㌔
で
、
完

歩
賞
（
先
着
四
百
人
）
も
あ
る
。

受
付
時
間
は
ス
タ
ー
ト
＝
午

前
九
時
―
同
十
時
半
、
ゴ
ー
ル

＝
午
前
十
時
半
―
午
後
零
時

半
。
雨
天
決
行
、
荒
天
中
止
。

開
催
有
無
の
確
認
は
、
当
日
の

午
前
八
時
以
降
に
「
名
古
屋
お

し
え
て
ダ
イ
ヤ
ル
」
＝
☎
０
５

２
（
９
５
３
）
７
５
８
４
＝

で
。
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
案

内
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
名
古
屋
ガ
イ

ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
業
務
課
＝
☎
０

５
２
（
７
５
８
）
５
６
２
０

（
平
日
、
午
前
八
時
四
十
五
分

―
午
後
五
時
十
五
分
）
＝
へ
。

秋
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
「
す
い

ど
う
み
ち
緑
道
か
ら
庄
内
川
・

白
沢
渓
谷
・
小
幡
緑
地
へ
」

加
も
目
指
し
て
い
る
。

練
習
は
守
山
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
＝
守
山
三
＝
で
月
二
回
、

火
曜
日
の
午
後
一
時
半
―
同
三

時
半
。
月
会
費
二
千
円
。
そ
の
ほ

か
、
会
場
使
用
料
を
練
習
参
加

者
で
均
等
割
り
し
て
い
る
（
一

回
当
た
り
三
百
円
程
度
）
と
の

こ
と
。
「
楽
譜
が
読
め
な
く
て

も
大
丈
夫
で
す
。
見
学
も
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
同
団
。

問
い
合
わ
せ
は
小
澤
さ
ん
＝

携
帯
０
９
０
―
１
７
５
７
―
６

４
１
５
＝
へ
。

事
業
。
ま
た
、
ス
タ
ン
プ
が
二

個
も
ら
え
る
「
い
ち
お
し
イ
ベ

ン
ト
」
に
も
な
っ
て
い
る
。

小
雨
決
行
。
開
催
有
無
の
確

認
は
、
当
日
午
前
八
時
以
降
に

「
名
古
屋
お
し
え
て
ダ
イ
ヤ

ル
」
＝
☎
０
５
２
（
９
５
３
）

７
５
８
４
＝
で
。
同
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
も
案
内
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
守
山
自
然
ふ

れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

事
務
局
（
区
役
所
地
域
力
推
進

室
）
＝
☎
０
５
２
（
７
９
６
）

４
５
２
４
＝
へ
。

が
、
十
月
二
日
（
日
）
に
開
か

れ
る
。
ス
タ
ー
ト
は
、
ゆ
と
り

ー
と
ラ
イ
ン
守
山
駅
＝
守
山

一
、
ゴ
ー
ル
は
同
・
小
幡
緑
地

駅
＝
竜
泉
寺
二
。
参
加
無
料
、

事
前
申
し
込
み
不
要
。

「
ゆ
と
り
ー
と
ラ
イ
ン
」

（
名
古
屋
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
）

が
、
守
山
区
制
六
十
周
年
記
念

協
賛
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
。

◇
犬
飼
愛あ

生お
い

さ
ん
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
「
甘
い
ケ
ー
キ
だ
け
刺

し
て
り
ゃ
良
い
人
生
な
ら
ば
詩

人
に
は
な
っ
て
い
な
い
」

10
月
15
日
（
土
）
後
３
―
４

・
30
、
志
段
味
図
書
館
☎
０
５

２
（
７
３
６
）
６
９
０
７
。
「
第

21
回
小
野
十
三
郎
賞
」
詩
集
部

門
で
受
賞
、
区
内
在
住
の
詩
人

・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
犬
飼
さ
ん

が
自
身
や
現
代
詩
に
つ
い
て
な

ど
を
話
す
ほ
か
、
実
際
の
作
品

を
使
っ
て
詩
の
問
題
文
を
解
く

と
い
っ
た
企
画
も
。
※
申
し
込

み
は
10
月
１
日
（
土
）
前
９
・

30
―
、
同
館
の
窓
口
ま
た
は
電

話
で
受
け
付
け
。
一
般
対
象
、

先
着
二
十
四
人
。
無
料

◇
令
和
４
年
守
山
区
消
防
団

連
合
観
閲
式

10
月
23
日
（
日
）
前
10
―
11

・
10
、
小
幡
小
学
校
。
※
問
い

合
わ
せ
は
守
山
区
消
防
団
連
合

会
事
務
局
（
守
山
消
防
署
総
務

課
内
）
☎
０
５
２
（
７
９
１
）

０
１
１
９
へ
。
同
連
合
会
主
催

の
式
典
で
、
区
内
二
十
消
防
団

・
約
五
百
人
が
出
場
し
て
分
列

行
進
や
一
斉
放
水
訓
練
な
ど
を

披
露
。
そ
の
ほ
か
、
消
防
音
楽

隊
に
よ
る
演
奏
も
。
駐
車
場
が

な
い
た
め
、
公
共
交
通
機
関
で

来
場
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
。
一

般
対
象
。
無
料

ト
ン
ボ
と
遊
ぼ
う
ｉ
ｎ
小
幡
緑
地

ゆ
と
り
ー
と
ラ
イ
ン「
小
幡
緑
地
駅
」で
受
け
付
け

来月９日

３
年
ぶ
り
に「
元
気
ま
つ
り
守
山
」

25
日

三
菱
電
機
守
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

ま
め
な
し
の
実
の
観
察
会

来
月
28
日

檀
ノ
浦
公
園

集
合
・
受
け
付
け

も
り
や
ま
メ
ン
ズ
コ
ー
ラ
ス

共
に
歌
を
楽
し
む
新
メ
ン
バ
ー
を
募
集
中

参
加
無
料
秋
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

来
月
２
日

ゆ
と
り
ー
と
ラ
イ
ン
守
山
駅
か
ら
出
発

広
い
会
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

（
写
真
は
２
０
１
９
年
）

こ
ん
な
ト
ン
ボ
が
見
ら
れ
る
か

も
（
写
真
は
リ
ス
ア
カ
ネ
）

も
り
や
ま
メ
ン
ズ
コ
ー
ラ
ス
の
メ

ン
バ
ー
と
指
導
者
の
西
元
さ
ん
・

奥
村
さ
ん
（
手
前
２
人
）

コ
ー
ス
の
一
部
の
「
す
い
ど
う

み
ち
緑
道
」
（
イ
メ
ー
ジ
）

秋の風景も楽しめる―「まめ
なしの実の観察会」（以前）

高杉　咲太くん（たかすぎ・
さくた）2022・３・４生まれ＝
鳥羽見１＝
　▽優しくて強い男の子にな～
れ！
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